


















































































































・“Residential Care and the Training and Qualification of Social Workers in Britain and
Japan；Some Comparisons”『北星論集』２３号，１９８６年．
・「英国における施設ケア論の動向」『ソーシャルワーク研究』１５巻２号，
ソーシャルワーク研究所，１９８９年．
・「転換期における社会福祉理論―機能分析の整理に向けて―」『北星論集』２７号，
１９９０年．
・「平成元年社会福祉展望：原理論・行財政部門」『社会福祉研究』４７号，鉄道弘済会，
１９９０年．
・「平成２年社会福祉展望：原理論・行財政部門」『社会福祉研究』５０号，鉄道弘済会，１９９１
年．
・「平成３年度社会福祉の回顧と展望：原理論・行財政部門―日本型福祉社会の特質と限界―」
『社会福祉研究』５３号，鉄道弘済会，１９９２年．
・「日本型福祉行政の特質」『社会福祉研究』５６号，鉄道弘済会，１９９３年．
・「福祉国家の存立構造と分析視角」『季刊社会保障研究』３０巻２号，国立社会保障研究所，
１９９４年．
・「施設ケアの基準に関する最近の動向―イギリス政府関係の報告書を中心に―」
『障害者問題研究』２２巻３号，障害者問題研究会，１９９４年．
・「社会保障・社会福祉のパラダイム転換―アフター・フォーディズムと福祉国家の再編―」
『社会福祉学』３６巻２号，日本社会福祉学会，１９９５年．
翻 訳
・ポール・ティリッヒ「ソーシャル・ワークの哲学」『基督教社会福祉学研究』１４号，
日本基督教社会福祉学会，１９８１年．
・英国保健・社会保障省『施設ケアの実践綱領―英国の社会福祉施設運営基準―』響文社，
１９８５年．
学会発表
・「福祉事務所におけるケースワーカーの専門的価値志向に関する研究」
日本社会福祉学会第１５回大会，１９６８年．（忍博次との共同研究）
・「アメリカ ソーシャル・ワーク理論の検討」日本社会福祉学会第２１回大会，１９７３年．
（米本秀仁との共同研究）
・「Social Welfare，Social Work」日本社会福祉学会第２２回大会，１９７４年．
（米本秀仁との共同研究）
・「福祉と構造・機能分析－L．Lowy，その他の先行業績の検討」
日本社会福祉学会第２５回大会，１９７７年．
・「福祉の一般理論をめざして」日本社会福祉学会第２６回大会，１９７８年．
・「ウェーバーの福祉国家論」日本社会福祉学会第２９回大会，１９８１年．
・「民生委員活動の類型と地域差の研究」日本社会福祉学会第３０回大会，１９８２年．
（永田勝彦・米本秀仁・杉岡直人との共同研究）
・「民生委員に対する住民の認知度の研究（１）」日本社会福祉学会第３１回大会，１９８３年．
（永田勝彦・米本秀仁・杉岡直人との共同研究）
・「民生委員に対する住民の認知度の研究（２）」日本社会福祉学会第３３回大会，１９８５年．
（永田勝彦・米本秀仁・杉岡直人との共同研究）
・「社会福祉理論における機能分析の系統的整理に向けて（Ⅰ）」
日本社会福祉学会第３６回大会，１９８８年．
・「社会福祉理論における機能分析の系統的整理に向けて（Ⅱ）」
日本社会福祉学会第３７回大会，１９８９年．
・「社会保障・社会福祉のパラダイムの転換」日本社会福祉学会第４３回大会，１９９５年．
・「社会福祉政策の動向と理論的視角」日本社会福祉学会第４５回大会，１９９７年．
●調査研究
・永田勝彦・松井二郎・米本秀人・杉岡直人「社会福祉専攻学生の実態と変容」北星学園大学
文学部社会福祉学科，１９９０年．

